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Bu1L　Nat1．Res．Inst．Aquacult，No．30，39－54（2000）

日本産有用カニ類幼生の検索　皿．短尾下目

小西　光一ゆ・鹿谷　法一＊2）

Identification　manual　for　larvae　of　commercially　important　crabs　in　Japan．

　　　　　　　　　　　皿．Brachyuran　crabs

Kooichi　Konishi＊1）and　Norikazu　Shikatani＊2）

　For　practical　identification　of　planktonic　larvae　of　commercially　important　crabs　in

Japan，a　diagrammatic　key　to　the　zoeas　of　brachyurans　is　presented，The　key　includes　zoeas

of13commercial　species　and　genera　ranging　the　families　Raninidae，Majidae，Atelecyclidae，

Portunidae，Grapsidae．Remarks　on　their　megalopas　are　also　given．

κθy　z〃o名6s’　Crustacea，larva，key，i（1entification，morphology

は　じ　め　に

前報（小西・鹿谷1999）に引き続いて，ここでは真正のカニ類すなわち短尾下目（lnfraorder

Brachyura）の有用種の幼生を扱うことにする。わが国に産する短尾下目の種類数は，三宅

（1983）のリストによれば34科957種であるが，その後オウギガニ科（FamilyXanthidae）の

亜科が科に昇格されたこと等により科数は40科近く，また種数も1000種を超えている。これら

の種で食用として一般的に漁獲されている種は6科13種である。これらの他に釣餌として使用さ

れる種類もあるが，いずれも産業規模は小さい。以下該当する科に属する食用種の概要とそれらの

幼生記載の現状にっいて述べる。

　アサヒガニ科（Family　Raninidae）：本科は原始短尾類（Archaeobrachyura）に属し，アサ

ヒガニ（1～伽魏α昭π魏α）のみが有用種として知られている。本種は浅海砂底に棲息し，これまで

に幼生の全発育段階が記載されている（Sakai1971，Minagawa1990）。

　クモガニ科（Family　Majidae）：食用種としてズワイガニ（Chづo箆oθoαθs　oρ¢」¢o），ベニズワイガニ

（Ch∫oπoθc9♂θsブ砂o窺o％s），オオズワイガニ（C漉oηoθoθ孟θsわα伽鷹），タカアシガニ（ル毎邸o碗g客7

肋醐ρ兜彪）の4種が知られている。いずれも大型の深海性であり，カニ類の中ではで最も漁獲量が

多いグループである。これらすべての種で幼生の全発育段階が記載されている（倉田　1963b，

1969；Tanase1967；山洞1968；Motoh1973，19761Davidson　and　Chin1991；Pohle1991）・

　クリガニ科（Family　Atelecyclidae）：冷水性の種類を多く含み，ケガニ（E擁窺αo捌s∫s召nδgo纏）

が良く知られている。トゲクリガニ（71肋nθs梛sαo翻吻πs）も地域によっては漁獲される（本尾・

田中・高林1997）。なお，日本産の種はこれまでのAtelecyclidaeとされて来たものとは異質な
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点が多いことから，Cheiragonidaeとして独立した科にすべきであるとの見解が出されている。

これら食用種においては幼生の全発育段階の記載がある（倉田　1963a，尾身1971，Sasaki　and

Mihara1993）Q
　ワタリガニ科（FamilyPortunidae）：浅海砂泥域の種を多く含む。ヒラッメガニ（0”αZゆθs

ρ吻o≠α珈s），ノコギリガザミ（Soツ磁sθ陥砿α），ガザミ（Po吻照s（Po吻π％s）翻渉％加常認伽πs），

タイワンガザミ　（PO吻π％S（PO吻％％S），θ」αgゼ0％S），ジャノメガザミ　（PO7碗η％S（PO7伽π％S）

3伽g寵πoJ翻欝）。なお，ノコギリガザミにっいてはさらに3種または3亜種に分けられているが

（渡邊・伏屋1997），定説を得るに至っていない。これら食用の5種においては幼生の全発育段

階の記載がある（八塚1962，Kurata　and　Midorikawa1975，Shinkarenko1979，寺田　1979，

Tera（ia1980，Yatsuzuka　and　Sakai1980，1982）。

　サワガニ科（Family　Potamonidae）：食用としてサワガニ（020オhcゆh％sα吻hα朋づ）のみが知

られている。純淡水産で大型卵から直接発生を行い，幼生期はない。

　イワガニ科（Family　Grapsidae）：淡水性のモクズガニ（E短ochθ∫7ブ砂oπ∫o％s）が有用種とし

て知られる。本種の幼生は，海水域で成長・変態後に遡河する。本種では幼生の全発育段階が記載

されている（森田1974）。

　日本産短尾下目（カニ類）の中で，幼生期の記載が行われたのは1999年現在で26科198種で，

これは全体の約20％に相当する。ただし第1期幼生から最初の成体型に至る完全な記載が行われ

ているのは90種のみで，全体の9％弱に過ぎない。なお，短尾下目全体の幼生に関する文献につ

いては村岡・小西（1988）および小西（1997）を参照されたい。

　以上にあげた食用種のうち，半数以上の種では種苗生産・放流事業，またはこれに向けた技術開

発研究が行われている。この様な状況下で，天然海域における有用種の幼生の分布の実態把握は応

用研究をさらに効率的に発展させる上で基礎研究としての意義を持ち，そのための一っの手段とし

て幼生の分かりやすく簡便な検索法が求められている。

1．短尾下目幼生の一般的特徴について

　短尾下目のゾェアは一般に頭胸甲に額棘（rostral　spine，rostrum），背棘（dorsal　spine），側棘

（1ateral　spine）がある。エビ類や異尾下目とは異なり，額頼は体の前後軸に対して水平方向では

なく，斜め下方から垂直方向に伸びている。第2触角の外肢は原始短尾類では平板状，真正短尾

類では棒状である。尾節は二叉型が一般的であり，尾節には異尾小毛は見られない。カイカムリ類

（Dromioidea）は尾節に異尾小毛を持ち，成体の形態形質あるいは分子系統解析の結果などから，

最近では短尾下目とは別のグループに分類されることが多い。

　メガロパは，本来が短尾下目のゾエアに続く幼生に対してっけられた名称である。鉗脚や歩脚等

が発達し全体的に底棲生活に適した成体型に近いものの，一般に体の輪郭は縦長であり，腹部には

発達した腹肢を持っ等，遊泳生活に適した形態を示す。

　似下本稿においては実際に同定する場合の扱い易さを考慮し，最初に科の特徴をあげ，ついで科

ごとの検索表および図を示すことにする。なお，プランクトン試料中の幼生の解剖技法，ならびに

それらの発育段階と下目レベルの判別法にっいての詳細は，前報（小西・鹿谷　1998）ならびに

関連文献を参照されたい（小西1997，2000）。
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2．ゾエア幼生の検索（太字は有用種または属を示す）

アサヒガニ科（図1）：ゾエアは8期。頭胸甲には微棘におおわれた長大な棘を持ち，また尾節も

特異な形態をしているので他科とは容易に判別出来る。第2触角は，他の真正短尾類とは異なり

平板状で外肢周縁には羽状毛を，また基節部に棘状突起を持っ。第1顎脚内肢の第1節の剛毛は3
本。

R1．額棘と背棘の長さは頭胸甲長の2倍以下…　　　　ノコバァサヒ属（Genus1～伽伽o∫吻s）

　　額棘と背棘が著しく長大で，頭胸甲長の2倍以上…・　　　　　　　　　　　　　　　R2

R2．側棘は長大で，額棘・背棘とほぼ同長……　　　　　　　ビワガニ属（GenusLッ吻d％s）

　　側棘は短く，額棘・背棘の1／7以下の長さ・………・・　　アサヒガニ（Rαπ加αrα漉πα）

クモガニ科（図2）：ゾエアはすべて2期。頭胸甲前側下縁に，クモガニ小毛（majid　seta）と呼

ばれる大型の剛毛を持ち，第2触角外肢は三又状である。第2小顎の顎舟葉は第1期すでに4本

以上の羽状毛がある。第1顎脚内肢の第1節の剛毛は3本。

M19頭胸甲上の棘は滑らか一…………一・……一…一…・・一……………・一………一…・M2

　　頭胸甲上の棘は微棘でおおわれる………………一・…一……………・…………・……・・……M5

M2．頭胸甲は額棘と背棘のみ；第2・3腹節に背側突起がある…・一…………・………………M3

　　頭胸甲は額棘・背棘・側棘がある；第2腹節のみ背側突起がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の属（othergenera）
M3．第2触角は額棘とほぼ等長……一…・……D…………・一…・……・……一…・……………M4

　　第2触角は額棘より短い・一……………・……………一…・……その他の属（other　genera）

M4．尾節尾叉の最外棘は内側の2対とほぼ同位置にある…………その他の属（other　genera）

　　尾節尾叉の最外棘は内側の2対より上の位置にある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕力アシガニ（！臨αoro酌θかκαe灘p距r’）

M5．第2小顎の顎舟葉周縁毛は11本以下……・…………・・……一…一…・一……一……・M6

　　第2小顎の顎舟葉周縁毛は12本以上…一…一……ゆ一…・…………・……一一……・M7

M6。第3腹節の背側突起は短い棒状…ヒキガニ属・ケセンガニ属（Genera恥礁0名θgo吻）

　　第3腹節の背側突起は短い鈎状。……・…………・・オオズワイガニ（C配oπoeσe‘esわαか碗）

M7．生時体色は黒色色素胞で灰色※…………一…・……一ズワイガニ（C冠oπoeoe‘2s　op’」’o）

　　生時体色は赤色色素胞で紅色………………一・ベニズワイガニ（C冠oπoθc砿θsノ＠o漉6πs）

※ズワイガニとベニズワイガニについては，腹部後側棘上の微棘数により判別可能なことも示唆

　されている（山洞1968，小西・養松1994）。

クリガニ科（図3）：ゾエアは5期。頭胸甲上の疎の表面は微棘でおおわれる。第1期においてす

でに第1小顎は基節部に外肢毛を持ち，また第2小顎の顎舟葉には4本以上の羽状毛がある。第1

顎脚内肢の第1節の剛毛は2本。

A1．第2腹節のみ背側突起がある A2
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［一般的なアサヒガニ科のゾエア］

第2触角の外肢は平板

状で周縁毛がある

ン

7 頭胸甲上の棘は微

棘でおおわれる

尾節尾叉には多数

の外棘がある

R1：頭胸甲棘の長さ

頭胸甲長の2倍以下 頭胸甲長の2倍以上

惹｝♪≦蔑㌔ 　　●

　機

一
　ノコバアサヒ属

（Genus　Raη’ηo’des）

R2＝側棘の長さ

額蘇・背棘とほぼ同長

9

額棘・背棘の1／7以下

　　　　　　　，／

　　　　　σ■

　　　　　　貿　←

←
　ビワガニ属

（Genus　LyAθ’dσs》
　アサヒガニ

（Raη’ηa　laρ加a）

図1．アサヒガニ科有用種のゾエアの検索図．R1～2は本文検索表の番号を示す．アサヒ

　　　ガニの一部はMinagawa（1990），ノコバアサヒ属はKnight（1968），ビワガニ属は

　　　Williamson（1965）を基に作図．
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他より大きな剛毛

（クモガニ小毛）

［一般的なクモガニ科のゾエア］ 第1顎脚内肢第1節

の剛毛は3本

三つ又状外肢

財，

顎舟葉の周縁毛

は第1ゾエアで
4本以上

M1：頭胸甲上の棘表面

棘表面は微棘
がある

棘表面は平滑

z

’

’

↓
［M5へ］

M2：腹節の背側突起

第2・3腹節に
背側突起

←
←

第2腹節にのみ
背側突起

←

冗 ↓ その他の属

［M3へ］

図2a． クモガニ科有用種のゾエアの検索図．M1～7は本文検索表の番号を示す。M7

の矢印はベニズワイガニで紅色色素胞が顕著な部域を示す。
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　第2触角≒額棘

　　o

＼

　　その他の属

内側2対と同位置

養殖研報30号（2000）

　M3：第2触角の長さ

　　　　　　　　　　　第2触角く額棘

　　　　　　　　　　　　◎

　　　　　　　　　　　＼

　M4＝尾節尾叉の最外棘

　　　　　　　　　内側2対より上方に位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
＿
　
　
　
　
i 雛　　’穐””

　　　　　　　その他の属　　　　　　　　　　　　　　　タカアシガニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ル蟹aαrOO17θ’ヂκaθmρた9〃）

　　　　　　　　　　　　　M5：第2小顎の顎舟葉周縁毛

11本以下の周縁毛　　　　　　　　　　　　　　　12本以上の周縁毛

　　　　　　　　　　糠　　　　糠
　　　　　　　　　　　　襲』　　　　　　　　　　1難．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　↓［M6へ］　　　↓［M7へ］

　　　　　　　　　図2b，クモガニ科有用種のゾエアの検索図（続き）。
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頭胸甲上の棘に

は微棘がある

ダ

ク、

、
ノ

乃

　　　　［一般的なクリガニ科のゾエア］

　　　　　　　　　　　　　第1顎脚内肢第1節
第1小顎には第1ゾエ　　、　の剛毛は2本
ア期から外肢毛がある

ク

野

呪

、尾節尾叉には大

きな外棘がある

勲

AI　l腹即の背側突起

第2・3腹節
にある ←

←

第2腹節だけ

にある ←

一九

　　　ケガニ

（εがmao‘US灼θηわθσκの

A2：尾叉最外棘の長さ

最外棘は尾叉の1／3の長さ 最外棘は尾叉の2！5の長さ

　　　クリガニ
（7「θ’meSSUS　O’7θ’彪ヨ90ηuS）

　　トゲクリガニ

（τθノmθs鉗saou甜θηs）

図3．クリガニ科有用種のゾエアの検索図．A1～2は本文検索表の番号を示す．

　　　はSasaki　and　Mihara（1993），クリガニ属は倉田（1963a）を基に作図．

ケガニ
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　　第2・3腹節に背側突起がある………一………・…………ケガニ（Er加α酵聡εsθπわe醜甜）

A2．頭胸甲側棘は背棘の1／4の長さ；尾節尾叉の最外棘は尾叉の1／3の長さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリガニ（71θZ窺θss％soh2銘αgoπ％s）

　　頭胸甲側棘は背棘の2／5の長さ；尾節尾叉の最外棘は尾叉の2／5の長さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トゲクリガニ（艶伽θSS砺αeπ甜deπS）

ワタリガニ科（図4）：ゾエアは4～7期・頭胸甲は額棘，背棘，側棘を持っ。尾節は二叉型で外

棘がある。第1小顎内肢の毛式は1，6．第1顎脚内肢の第1節の剛毛は2本で，また第1期にお

いては第3節が無毛。

P1．第1顎脚内肢の第3節には剛毛がない（第1ゾエア）　…………一・…9………………一・P2

　第1顎脚内肢の第3節には1本の剛毛がある（第1ゾエア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒラツメガニ属（Genus　Ooαε‘ρθs）

P2．尾節尾叉の最外棘は第1内棘基部よりも上方にある一………………・一………………・…P3

　尾節尾叉の最外棘は第1内棘基部よりも下方にある…………その他の属（other　genera）

P3．尾節尾叉の最外棘は大きく，尾叉長の1／4以上………ノコギリガザミ（Sc〃JJαsθrr碗α）

　尾節尾叉の最外棘は小さく，尾叉長の1／4以下一…・…………・……………一…9………P4

P4．第2触角外肢の先端棘で短棘は，長棘の1／10の長さ

　　　　　　　　　　　　ジャノメガザミ（Por加ππS（Por伽πμS）Sαπgμ’πoJθπ伽S）

　第2触角外肢の先端棘で短棘は，長棘の1／5の長さ一…・…………・……・………一・…P5

P5．第2触角の長さは頭胸甲額棘より少し短い

　　　　　　　　　　　　　　　ガザミ（Por伽π麗（Por伽π聡）配¢μ加凹躍α伽S）

　第2触角の長さは頭胸甲額棘よりかなり短い

　　　　　　　　　　　　　　　タイワンガザミ（Por紘πμs（Por如πμs）p2’αg’cμs）

イワガニ科（図5）：ゾエアは4～5期であるが，ほとんどは5期。頭胸甲には額棘と背棘があり，

側棘の有無は種によって異なる。第2触角はイワガニ亜科（Subfamily　Grapsinae）を除いては

外肢がある。第1顎脚内肢の第1節の剛毛はほとんどの場合2本で，まれに1本。第2顎脚内肢

は3節で，第1節はショウジンガニ亜科（SubfamilyPlagusiinae）を除いては無毛。腹部の各腹

節には通常は後側棘がない。尾節尾叉には通常は外棘がない。モクズガニは現時点で別亜科のハマ

ガニやアシハラガニと形態で厳密に区別することが出来ず，採集地点の成体分布および繁殖時期の

データを加味して判別する。

G1。第2触角に外肢がない；尾節尾叉に微小な外棘がある……一……・…畳…　［イワガニ亜科］

　　第2触角に外肢がある；尾節尾叉には外棘がない……・…一……・一………一…・……G2

G2．第1顎脚内肢の第1節には1本の剛毛がある；腹節には二叉型の後側突起がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ショウジンガニ亜科］
　　第1顎脚内肢の第1節には2本の剛毛がある；腹節には瘤状の側突起があり，また後側棘

　　がない…………・…・…・……………一…・……………・・…・………………・………・…………・G3
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　　　　　　　　　［一般的なワタリガニ科のゾエア］
頭胸甲上の棘

は平滑

　　　＞¢r・
　　　　　　／q

　　　◎　　　　　尾節尾叉には
　，囲・　V．　　　外棘がある

／　　　　　／’
鰯　　　’≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1顎脚内肢第1節

　　　　し　　　ア　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の剛毛は2本

　　　　　　　　　　　　P1：第1顎脚内肢（第1ゾエア）

　　第3節に1本の剛毛　　　　　　　　　　　　　　第3節に剛毛がない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糠，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
　　→

膨

ヒラツメガニ属

（Genus　Oいa〃ρθ5）

P2：尾節尾叉の最外棘の位置

尾叉の第1内棘基部より上 尾叉の第1内棘基部より下

←．＼． ．．＼

←

　　　↓［P3へ］

図4a．ワタリガニ科有用種のゾエアの検索図．

　　　　その他の属

P1～5は本文検索表の番号を示す．
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P3：尾節尾叉の最外棘の大きさ

　大きく，尾叉長の1〆4以上

　　　　　　　　　＼

小さく，尾叉長の1／4以下

P4：第2触角外肢の先端棘

　短棘は長棘の1／10の長さ

　　　　ジャノメガザミ

（Poπαησs‘Poπσημεノsaρgα’ηo’eρfロ5）

短棘は長棘の1〆5の長さ

←

P5：頭胸甲額棘と第2触角の長さ（第1ゾエア〉

額棘とほぼ等長 額棘より短い

．！グ』 ρへ ・∂へ

　　　　　　ガザミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイワンガザミ

（P。伽σ5‘P。伽α卿fσbe伽fα5）　　　　（P・伽σs‘P・伽α5ナ卿9’ous）

　　　　　　図4b，ワタリガニ科有用種のゾエアの検索図（続き），
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頭胸甲上の棘

は平滑

養殖研報30号（2000）

［一般的なイワガニ科のゾエア］

　　　第1顎脚内肢第1

　　　節の剛毛は2本

●＼“，
膨

通常尾節尾叉には
タト棘力ずなし、

　　　　＼

G1＝第2触角／尾節尾叉

　外肢がない／微小な外棘（剛毛）

　　　イワガニ亜科

　（SubfamiIy　Grapsinae）

外肢がある／外棘がない

　　　　　　　　　　　　G2＝第1顎脚内肢／腹節

第1節には1本の剛毛／二叉型の突起　　　　　　第1節には2本の剛毛／瘤状の突起

）
■

　　　ショウジンガニ亜科

　　　（Subfamily　Plagusiinae》

図5a．イワガニ科有用種のゾエアの検索図．

　　　　↓［G3へ］

G1～4は本文検索表の番号を示す。
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G3．第2・3腹節のみに瘤状の背側突起がある一…・…………曹…その他の属（othergenera）

　　第2～4腹節すべてに瘤状の背側突起がある・…・……………・一…一………・…………G4

G4．頭胸甲には側棘がない；第2小顎内肢の毛式は2＋3………その他の属（other　genera）

　　頭胸甲には側棘がある；第2小顎内肢の毛式は2＋2……………モクズガニ・ハマガニ・

　　アシハラガニ（E泥ochθかノα！ρo漉o備・Chαs卿ogη磁h％soo銘∂幽％s・Hθ」乞oθ醒磁πs溺4θns）

G3：腹節の背側突起

第2・3節にある

←
←

第2～4節にある

←
←
←

その他の属

G4＝頭胸甲の側棘／第2小顎内肢

ない／毛式は2＋3 ある／毛式は2＋2

その他の属

‘　◎

／

モクズガニ・ハマガニ・アシハラガニ

（ε〃oσねθ”【ノaρoηめロs，0’7asomo9ρa酌σs　ooρレexα5，

　　　　　月θ〃oθ’〃dθηs　f帽θρs）

図5b．イワガニ科有用種ゾエアの検索図（続き）．
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3．メガロパ幼生について

　短尾下目のメガロパにおいて，ゾエア期に比べて分類群間の比較をするためには全種類数に対す

るデータの絶対量が少なく，また形態変異にっいての知見も少ない。よって現実に判別が可能なの

は科かそれ以上のレベルまでであると、思われる。ここでは各科における一般的特徴を述べるにとど

める。

「

4 〕

『 鳶 辮’
．、“賜」’

／

＼

図6．5科有用種のメガロパ．一部は左側の付属肢を省略．A：Rα窺ηo乞磁s加ηed魏∫

　　（Knight（1968）を改変），B：ズワイガニ，C　lトゲクリガニ（倉田（1963a）

　　より），D：タイワンガザミ，E：モクズガニ（森田（工974）を基に作図）．



小西・鹿谷：日本産有用カニ類幼生の検索 53

アサヒガニ科（図6A）：頭胸甲は縦長楕円状で，額棘は丸味のある三角形；鉗脚は成体の様な亜

　　鋏状ではない。第4歩脚指節は板状であり，周縁に多くの感覚毛がある。

クモガニ科（図6B）：頭胸甲上の棘・突起類の有無は種による変異が大きく，一般化出来ない。

　　ただし有用4種については長目の額棘と背棘を持つ。第4歩脚指節は棘状であり，感覚毛は

　　ない。

クリガニ科（図6C）：頭胸甲前縁は短い額棘と内側に湾曲した一対の側棘があり，側縁には瘤状

　突起がある；第4歩脚指節は棘状であり，先端に感覚毛はない。

ワタリガニ科（図6D）：頭胸甲は額棘ある以外は平滑で突起類がない；第4歩脚指節は板状であ

　　り，数本の感覚毛を持っ；第3歩脚の底節部には一対の大きな棘突起がある場合が多い。

イワガニ科（図6E）：頭胸甲は一般に額棘等の突起がない；第5歩脚指節の先端には3本の感覚

　毛がある場合が多い。

お　わ　り　に

　最初に述べた通り，現在日本の短尾下目では約80％の種においてまだ幼生期が知られていない。

また過去の報告例においても今日の基準から見るとデータ不足なものも多い（小西　1999）。さら

に近年はチチュウカイミドリガニ（Cα名o魏総膨4魏θ昭麗麗）やモンッキイシガニ（Chα四δ4客s

Z醜o舵η）などの新たな外来種も加わりっっある（渡邊1997，鍋島・福井1999）。したがって，

ここで述べた一連の検索表も新たな知見が加わることによって大幅に修正される可能性があるのは

言うまでもなく，今後共に十脚甲殻類における初期発育段階の基礎的研究の推進が強く望まれる。
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